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広報やちよは、市ホームページでも見ることができます(PDF版)

【あげます】▶枕木（４本）　▶脚付きマットレスベ
ッド（シングル）　▶猫用砂（５ℓ×４袋）　▶水槽
（ステンレス製30㎝×90㎝、プラスチック製30㎝×
60㎝の２種類）　▶ベビー布団一式（マット・毛布・
掛布団）　▶二連梯

はし
子
ご
（最長７ｍ）　▶学生服上下

（180㎝Ｂ体、ウエスト88㎝）　▶女児用靴（エナメル
黒、21㎝。新古品）　▶木製の円形ガーデンテーブ
ル（直径91㎝、こげ茶、折りたたみ可。椅子４脚付）

◆市役所１階ロビーのリサイクル品情報コーナーも
ご利用ください。また、同センターでは食品の放射
性物質検査（予約制）も行っています

リサイクル・ガイド
消費生活センター　485-0559

●この欄のお問い合わせは消費生活センターへ。受
け付けは、土曜・日曜日、祝日を除く午前８時30分
〜午後５時まで（午後４時～５時は 483-1151へ）

「言葉・制度・心」の“カベ”を無くして安心できるように

譜面ではわからない曲のグルーヴを表現しよう

資源回収事業協同組合と災害
廃棄物処理の協力協定を締結

総合生涯学習プラザで「災害時外国人サポーター養成講座」を開催

萱田中学校で「熱帯ＪＡＺＺ楽団」カルロス菅野さんのワークショップ

　防災体制の強化を図るため、２月５日、八千代資
源回収事業協同組合と「災害時における災害廃棄物
の処理等の協力に関する協定」を締結しました。災
害廃棄物の収集運搬を必要とする災害が発生した時
に人員・車両などを調達し、廃棄物処理に協力しても
らう同協定は、八千代清掃事業協同組合に次いで２
件目。災害時における協力協定は36件になりました。

J：COMチャンネル（デジタル放送
11ch デジアナ変換放送2ch)で１〜
15日12時、20時30分／各15分間

あの町この街
　　　　～米本地区～

　２月15日、千葉県主催の災害時外国人サポ
ーター養成講座を総合生涯学習プラザで開催。
参加者42人が、災害時に外国人が直面する課
題やどのような支援ができるかを学びました。
　訓練では、大地震が発生し、設置された災
害多言語支援センターの業務に携わるという
想定で、避難所の所在地・人数の確認や、ラ
イフラインなどの情報を翻訳した多言語チラ
シ作成などを行いました。情報をホワイトボ
ードに書いてチームで共有し、伝える情報を
話し合って選びます。実際の外国人住民が被
災者役を演じる避難所巡回訓練では、日本語
を使わずに情報提供や聞き取りを行いました。

　２月２日、萱田中学校で八千代市文化・スポーツ
振興財団主催のワークショップ「ラテン音楽の仕組
みと楽しみ方」が開催され、同校吹奏楽部生徒や市

内アマチュアバンドメンバーが参加しました。
　講師のカルロス菅野さんは、世界的なサルサバン
ド「オルケスタ・デ・ラ・ルス」の結成メンバーで、
現在は人気ラテンジャズ・ビッグバンド「熱帯ＪＡ
ＺＺ楽団」のリーダー兼プロデュサーとして活躍す
る、日本の代表的なパーカッション奏者です。
　「ソンクラーベ」などのラテン音楽特有のリズムパ
ターンや、メトロノームでのリズム練習など実演を
交えて解説。参加者からは、２拍３連符のリズム練習
法など質問も多く出ました。「譜面ではわからない曲
のグルーヴを、体で感じて表現してほしい」とカルロ
スさん。最後は萱田中学校吹奏楽部と一緒に、熱帯
ＪＡＺＺ楽団の「マンボメドレー」を演奏しました。

　外国人にとって、「避難勧告」といった災害言語な
どの「言葉」、再入国手続きや医療などの「制度」、文
化的な違いなどの「心」が、災害時に直面する“カベ”
になります。「“カベ”は常にある。普段は気づかない
だけ」と講師の多文化共生マネージャー全国協議会・

高橋さん。別会場では、市総合防災課が防災講座を
開催し、避難者役の外国人25人が非常食の試食や、
消火器の使い方、地震発生時の身の守り方などを体
験しました。どんな時でも外国人が安心して暮らせ
るように、日ごろの取り組みがとても大切です。

▲作成した多言語チラシを配って情報提供。「母国に連絡をとるには
どうしたらいいか」など被災者役から思わぬ質問も

●新しい案内板を設置しました　２月３日から市
役所の新・旧館玄関付近に新しく広告付き地図案
内板を設置しました。新館玄関では、地図に公共
施設の場所を表示し、ＱＲコードを読み取ったり、
Felica対応の携帯機器でタッチしたりすると、地
図データを取得できます
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ありがとうございました
●“大和田公民館で救急救命に活用してください”と、
八千代市赤十字奉仕団様からＡＥＤ（自動体外式除
細動器）１台の寄付をいただきました。
●“社会福祉に役立ててください”と小田幸男様から
2,600円の寄付をいただきました。

▲リサイクル品情報コーナー ▲放射性物質検査機器
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